
令和5年8月26日（土）  14:00～

第1回 環境CFOフィードワーク 場所：改善センター会議室3

松神、東新田場海岸

ほうきリサイクルセンター

（Kセンター）

（ねらい）

フィールドワークを行い、北栄町の環境、取り組み内容等を現場で確認する

新たな気づき、書類だけではわからないこと等を確認する

リサイクルステーションの確認

リサイクル資源（古紙、ペットボトル等）の搬入状況

現場、施設見学等

・海岸ごみ（松神、東新田場）

・ほうきリサイクルセンター（ごみ処理場）

（Ｋセンター（倉吉資源リサイクル事業協同組合））

※太陽光発電については別のタイミングで行う。

ア）意見交換

イ）報告書の作成

・気づいたこと

・今回学んだこと

・新たに生まれた疑問

・その他感じたこと   など

・次回に向けて（進め方、やりたいこと、日程 など）

FWまとめ

現場確認

事前打合せ

その他
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海岸漂着ごみ
 海岸に漂着しているごみの処理をしている

 外国の漁具、災害による自然漂着物などを処理

海岸清掃

・沿岸の16自治会に依頼

・ボランティア

・処理できないものは町、県で対応

漁具等の状況

大雨災害に伴う漂着物（天神川より）



ほうきリサイクルセンター
 家庭や事業所から出る一般破棄物を焼却処理・破砕処理する

中間処理施設

【敷地面積】 ４３，４１０㎡

【着工】 平成６年３月

【竣工】 平成８年３月

【総事業費】 １２５億７千万円

【施設規模】 焼却炉：200ｔ／日（１００ｔ／日×２炉）

粗大ごみ処理施設：４５ｔ／５時間

（生ごみ）
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Kセンター（倉吉資源リサイクル事業協同組合）



㈱鳥取再資源化研究所
 中部管内のガラスびんを集めて「ポーラスα」を製造し

ている

 太陽光パネルのガラスを無害化し「ポーラスα」を製造

ポーラスαの活用例

・土壌改良（保水性、通気性向上）

・微生物脱臭

・水質浄化

・軽量段差修正材

・防草材
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令和 5 年 8 月 22 日 

 

脱炭素および里地里山（生物多様性保全）へのガラス発泡材の利活用 

 

鳥取再資源化研究所 

 

前提 

1. ガラス発泡材「ポーラスアルファ」は地域の家庭から出る飲料用ガラスビンをリサイ

クルして製造されている。 

2. 地域内で利活用することで資源循環につながる 

3. 大学・自治体と共同開発した独自技術で製造した安心・安全な資材である（土壌環境

基準をクリア、国連にも認証） 

4. 太陽光パネルガラスも原料として利用できる独自技術を開発している 

5. 自治体と連携したこのような取り組みは全国でも例がない。20 年以上前から事業を実

施しており、自治体と連携などを含めて、モデルケースとなりうる。 

 

 

 

利活用方法 

1． 沿岸生態系および河川生態系の保全 

近年沿岸域において磯焼けなどの藻場の減少が問題となっている。藻の減少はそれ

を餌とする小魚等の減少を招き、ひいては豊かな海洋資源の減少につながる。ガラス

発泡資材を沿岸域に投入することにより、藻の定着・成長を促し、藻場を形成できる。

コンクリート等に比べて藻の定着率が良好であるとの研究結果もあり、十分に利活用

できる。また、環境中に資材を投入するため、環境汚染の影響を考慮する必要がある

が、ポーラスアルファは土壌環境基準をクリアした安心・安全な資材であり問題はな

い。藻場形成による沿岸生態系の保全だけでなく、藻による Co2 の吸収（ブルーカー

ボン）の蓄積による脱炭素の効果も期待できる。さらに、多孔質素材であるため微生

物の活性を向上することができ、水質浄化能も期待できる。 

 河川においても、アユ等の餌となる藻場の減少は大きな課題となっている。加えて

大きな問題は産卵場所の減少による漁獲量の減少は深刻である。沿岸域の場合と同様

に、河川にも活用することで、藻場形成・産卵場所の確保、それに伴う漁獲量の増大

など生物多様性の保全に寄与でき、ブルーカーボンによる脱炭素、水質浄化も期待で

きる。 
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2. 土壌改良 

 ガラス発泡材「ポーラスアルファ」は土壌改良資材として、国内・海外での実績を多く

有する。日本の農業においては、高齢化が進むなど課題は多い。若手農業者の参入が少な

い背景には収入面はもちろんあるが、長い労働時間や自然に左右されやすい産業であるこ

とも要因と考えられる。例えば、天水での農業では水やりが毎日の大きな負担となり、一

泊旅行にも行きにくいといった声もある。とくに、鳥取においては砂地が多く、潅水管理

の重要性は高い。そこで、「ポーラスアルファ」は土壌改良資材として利活用することで、

実績からすると 30~50%の節水が可能になり、労力の軽減にもつながる。 

 また、イネの育苗の際に、苗箱に添加することで、20％の増収にもつながる。特に、太

平洋側にくらべて日照が短い日本海側や中山間地域において効果的であることがわかって

いる。 

 一方で、すでに耕作放棄地の増加は大きな課題となっている。水稲栽培は特殊であり、

湛水する必要があるため、田土壌は粘土質でるため、畑作にとっては水はけが非常に悪い。

そこで、粘土質土壌の改良にガラス発泡資材「ポーラスアルファ」を用いることで水はけ

のよい土壌に改良することができる。そこで、特産物になるような作物・果樹を栽培し、

ブランドすることができれば、収入面の改善や耕作放棄地の減少にもつながる。 

省力化や増収などが実現できれば、農業従事者の増加、ひいては耕作放棄に減少にもつ

ながることが期待できる。 

 

3. 植林 

 土壌改良の場合と同様に、植林の際に土壌にポーラスアルファを混合することで、根の

活着・根はりの向上が期待でき、保水力の向上につながる。植林の場合、基本的には水は

雨に依存するため、保水力の向上は苗木の健全な生育にとって重要である。また、植え付

け時が最も環境負荷を受けやすいため、苗木の時期を適切に管理することができれば、生

存率も向上する。 

 

4. 景観整備 

 公園などの防草用途に景観整備として活用することができる。コンクリートや防草シー

トに比べ、原状復帰が容易である。脱炭素において重要な選択肢となる太陽光発電での、

パネルの下の防草にも使用可能である。また、ビオトープなどの池底に敷設することで水

質浄化も可能である。また、たい肥化の際にポーラスアルファを混合することで、たい肥

化の時間短縮になるとともに、土壌改良効果をもったたい肥となる。 

 

5.畜産分野 

農業だけでなく、畜産も重要な要素の一つとなる。畜産での大きな問題は臭いと排水で

ある。ガラス発泡材「ポーラスアルファ」はアンモニア等の脱臭や畜産排水の水質浄化に
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も実績がある。その環境中に存在する微生物を用いることが大きな特徴であり、微生物資

材を添加する必要がない。したがって、持続可能であるうえに、微生物多様性の保全にも

つながる。 

 

6．太陽光パネルのリサイクル 

 脱炭素を目指すうえで、太陽光パネル発電は重要な選択肢の一つである。一方で、耐久

年数が 20 年とされており、その後の廃棄方法に大きな関心が寄せられている。ガラス発泡

材「ポーラスアルファ」は独自の特許技術により、太陽光パネルガラスも原料とすること

ができる。したがって、利用から廃棄までの循環を考えた上での太陽光発電の選択は、他

にない視点といえる。 

 

 

ガラス発泡材「ポーラスアルファ」は様々な分野での活用が可能であり、基本的に物理

性の改善と微生物の住処としての役割を持つ。本来そこに定着している微生物を活性化さ

せるという効果での環境改善であり、微生物の多様性の保全という観点からも環境と調和

した資材である。地域から出るガラスのリサイクル・資源循環に加え、脱炭素の大きな要

素である太陽光パネルのリサイクルまで考慮できる資材であり、地域内での活用ができれ

ば、ガラス廃棄物の利活用の全国ひいては世界へのモデルケースにもなり得る。 
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